
ミニ懇談会（主として子ども支援関係）メモ　　記）
（大島　記）

日時：２０１５年６月２３日　１３：３０～１５：３０
場所：松江区民プラザ
出席者：　後藤さん、村越さん（スクールサポーターゆうほ、鹿本小学校）、庄司さん/千倉さん（劇団五期）
　　　　　　 井上さん（音の会）、森本室長

世話人会：川瀬、小泉、足立、竹原、叶内、小杉（劇団五期）、大島

○出席の皆さんの自己紹介、活動内容紹介から開始。
　　後藤さん：スクスクスクールのマネージャー。卓球や昔の遊びを。
　　村越さん：スクールサポーターゆうほ、鹿本小学校教育ボランティアで活動

算数教育の手伝いがメイン。　授業の中で遅れている（理解できていない）生徒の補助等。
　　庄司さん/千倉さん：　こども五期のみんなで劇団五期を立ち上げる。
　　井上さん：音の会。お琴を通して日本文化紹介を小学校で。　健常者と障害のある子供たちへ
　　　　　　 お琴を教える。９年目に。

○いろいろな感想・思いが披露された。
・子どもの笑顔とか、ありがとう、とかが活動の原動力。
・障害のある子供たちと一生懸命練習して、発表会で演奏できたのは、子どもはもちろん
　親御さんの涙が、素晴らしかったことを証明。
・パネルシアターは、熟年者にも人気だが、子供たちにも人気。
・熟年者向けと子供たち向けは、共通点があるように思う。
・障害のある子供たちが老人施設にお茶のサービスにいったのも、貴重な体験
・子供たちの喜ぶことの一つに「新聞紙をびりびりに破いて、それをバッとばらまく」ことが
　ある。開放感？　悪戯感？　大人にもいいかも。（ビリビリ新聞は、ようよう作りに利用）
・スクスクスクールに地域の大人たちが参加するといい。
・スクスクスクールは親御さんたちの関与も重要な要素。
・スクスクスクールは４０時間活動体験にも該当するはず。
・住んでいる地域の学校に行くのは、問題も内在しているかた、他の地域の方がいいかも。
・学校応援団は各学校にあるが、校長先生の考え方などに左右されるケースもある。
・子供たちへ算数を教えるにしても、接し方に難しさあり。子どもの自尊心とか性格とか。
・最近の学習内容も難しくなっているので、あらかじめ勉強も必要。
・お琴を教えるに際して、健常者も障害のある子供たちも、問題は一緒。
・お琴など教材についてサポートしてくれる業者がいる。何か思うことがあって、いろいろ
　やっていると、助けてくれる人が必ずいる。ありがたいこと。
・子供たちと一緒にやっていると、いろいろな行事にかかわることができる（七夕、プールなど）
　ので、季節感を感じることができて、年取らない。

などなど、沢山の意見交換がありました。


